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射、のであって,それ自身の内的論理(its own inner logic)によってマギアンへと進んでゆく一
過程, -発展なのである.だからマギアンはマギアンであると同時に古典でもあると言うべきである.
だからパンテオンはマギアンへ移行する行為の中の古典である. "移行"という概念,生成という概
念(シュペングラー自身勢一杯主張しながらきれいさっぱり忘れてしまったけれど)歴史の一番大切
な概念なのである. (ESSAYS, 74)
こうした記述でも分るようにコリングウッドは一歩突き進んで,対立・矛盾するものとして
現実を把握すること,そしてこの対立・矛盾を含めて論理的にどう叙述してゆくかに苦心を孤
ったのであり,その試みが先にも引用したRoman Britain以下の記述とみてよいと思う.
ところで,たびたび繰返えすように,歴史事実をすべて完壁に知ることは不可能であるから,
歴史の多様性についてはわれわれの観念として考え得ても,あれもこれもというふうに多様の
まゝ雑然と放置するのでなく,言いかえると歴史を筋道のあるものとして知る努力を放棄しな
い限り,何らかの形で過去の人々の生活の過程を理にかなった形で述べなければならないこと
はたしかである.従ってどうしても歴史は進歩するものなのか否かの間に答えなければならを
Kl
進歩とか退歩とかという筋道を歴史の中に認めるべきかどうかは,次のような間を出すこと
にもなるだろう.すなわち,歴史家としての仕事は過去の人々の行為をあった通りに受けいれ
ることであり,彼らが如何に生きたか,生きている時に射こをやったかを知ることである
(ESSAYS, 77)とすれば,その人たちの行為に関して歴史家は一切評価を加えることは許され
ないのか,あるいは歴史家は道徳的諸原則を忘れ,価値感覚さえすてさるべきなのか.コリン
グウッドはこの点について政治や宗教の宣伝のために用いられることがま,あるが,上記の意
味では評価してほならぬと言う.歴史家の義務としてた、～真実を発見し,どのようなことがあ
ろうとも真実を恐れず,偏見をもたずにその真実を述べかナればならぬ.そうした歴史家の義
務として自己の行為を制御するためには,価値判断をもたねばならぬと考えたが,要するに普
通人はある価値判断にもとづいて,よりよくなったとかあるいは逆に次第に悪くなったと考え
がちであるが,何時の時代に生きたいかと聞かれλば,過去のことを良く知っている人なら,
コリングウッドの歴史叙述(その3) 33
おそらく今の方がよいと答えない者はいないだろう. (ESSAYS, 84-85)そうした意味で
歴史は進歩するものであることを肯定しているようにみられる.が同時に,
過去は過去であって,それをはめたり非難したりすることはできず,事実をただそのま,受けいれ
るだけである. (ESSAYS, 100)
として比較して評価することは許されないとも言っている.これでも分るようにコリングウ
ツドば,ある観点からすると進歩が肯定されるが,全く別の立場からは評価の許されない存在
となる.過去の人々がそれぞれその所属する時期・時代に個有の問題を解決してゆく過程を明
らかにするのが歴史家の任務であり,その問題が時代によってすべて異っているとすれば,磨
史の連続性が見落されがちであり,そのために歴史を循環するものと誤り,一方解決すべき問
題が時代を超えて同一で,この同一問題に対する解決の仕方が時代を経るに従って次第に良く
解決される,その過程こそが歴史であるとすれば歴史は進歩するものと考えられる.たゞこれ
でも歴史はよりよくなってゆくのか,それとも悪くなってゆくのか,そのいづれかに決定でき
ないとすると矛盾は残される.そこでこれを解く鍵として歴史が進歩過程をたどるものか,そ
れとも退歩過程であるかは歴史事実にもとづく正しい理解ではなくて,歴史を知ろうとする人
の好き嫌いの感情,好みによって選ばれたものとみるべきだとする考え方が出てくる.あるい
はこれはそれぞれの人が有する悲観的傾向,楽観的気質のいづれかによって歴史の流れを決めて
しまうことである.コリングウッドはこの点について次のようにいう.人の好みからすれば一
人の人が,ある事実を好みもし同時に嫌うことだってありうるのであって,その選択は全く斑
気にすぎないと.
スモレットがゴチック芸術が嫌だということで彼を非難するのはあたらない.彼にはゴチックを研
究する暇がなかっただけである.すなわち換言すると彼の教化は充分ではなかったのだ.だから時間
さえ与えられれば,ゴチックを研究し,その良さをミ発見ミするだろう.これは他のすべてのことに
も同じように言えることだ. (ESSAYS, 87)
従って歴史過程がどのような筋道をとるかということは,人の好みによって決められるもの
ではなく,あくまでも歴史的思考の中で捉えられ射すればならないと彼はする.たゞ 「歴史の
中のすべての変化は充分な理由によって生起する」ことを前提にして考えると,こうした好み
によって変化が生じたなどと考えること,換言すると歴史過程を人の好みで説明することが誤り
であることは明らかだが,コリングウッドは好みは好みとして置いておいても「元来,発展変
化の中に存在する論理性,合理性をもった歴史認識には別に邪魔にならない」 (ESSAYS,
Ill)と言う.すなわち,好き嫌いからすれば,ある美しいもの,自分にとって好ましいもの
を失うことは別の美しいもの,あるいは好ましいものを手に入れたことであり,好みを基本に
して考えればすべてのものを忌避しないで知ることの方がむしろ大切である.例えばノルマン
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建築からゴチックのそれへの移り変りをとってみても,こうした変化を起させたものは建築す
るためにより安価に,より強くということが建築の主たる目的であり,このはっきりした目的
(理由)がある一方,建築で要求される美的価値からこの変化をみると,ノルマン建築の美は
失われてゆくが,それのもっている美とは違うゴチック的美を獲得したわけで,この移行の理
由は,理性的でもかすれば論理的なものでもない.従ってAからBへの移行・変化について所
謂人の好みはその原因とはならか1と考えるべきであるというのである.
(未完)
(昭和50年9月29日受理)
